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１ 後期計画策定の背景 

 次代の社会を担う子どもたちの健やかな育成と、子育てしやすい環境づくり

を推進するための計画として、平成１５年に「次世代育成支援対策推進法」が

制定されました。 

これに基づき、平成１７年３月に旧本庄市、旧児玉町それぞれで次世代育成

支援行動計画（前期計画）を作成しました。 

その後、平成１８年１月１０日に両市町が合併し、安心して子どもを生み育

てることができる子育て支援社会づくりを目指すという、基本姿勢を引き継ぐ

ため、平成１８年３月に本庄市次世代育成支援行動計画（前期計画）の統合版

を作成しました。 

また、平成２０年３月にはまちづくりの基本方針として、本庄市総合振興計

画を策定し、第１章に「子どもからお年寄りまで、健やかで安心して暮らせる

まち」を目標とし、子育てしやすい環境づくりのため子育て支援サービスの充

実を図り、子育てしやすいまちづくりを推進することとしました。 

本庄市次世代育成支援行動計画（前期計画）では 

「安心して子どもを生み育てることができる子育て支援社会づくり」 

「健やか子育ち 楽しい子育て みんなで支える本庄市」 

「子どもが 親が 地域が ともに育つ みんなで子育て 自然豊かな本庄市」 

を基本理念として、総合的に子育て支援の強化を図ってきました。 

その間、本市の人口は平成１６年４月 ８２，８９５人が平成２１年４月 

８２，３２６人となり漸減傾向であるのに対し、年少人口（０歳から１４歳）

は１２，０９８人（人口割合１４．６％）が１１，２２３人（人口割合１３．６％）

と減少し、平成２０年度の合計特殊出生率についても、１．２６とさらなる少

子化が進んでいます。 

 また、子どもをとりまく環境は核家族化や少子化による子ども同士のコミュ

ニケーション不足、インターネットによるいじめや情報の氾濫、経済状況の悪

化による家庭内の児童虐待の増加など新たな問題もあらわれ、子育て家庭だけ

でなく地域全体で子育てを応援していく仕組みづくりが急務となっています。 
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２ 前期計画の取組状況 

前期の計画期間中に新たに実施した事業は、「赤ちゃんの駅」を平成２０年

５月に設置しました。これは前期計画のアンケートの中で、子どもとの外出の

際に困ることとして「オムツ替えや授乳する場所が街の中に無い」とのことに

より、地域の方々や企業等のご協力をいただき市内公共施設をはじめとして８

７か所に設置しています。 

県との共同事業として、平成１９年６月から協賛店の協力のもと、子育て家

庭に対する商品割引等の特典が受けられる「パパ・ママ応援ショップ事業」が

スタートしました。 

また、市内の子育て支援団体との連携により「子育て支援講座」や「ママサ

ロン」を開催し、乳幼児親子の仲間作りと子育ての相談等を行い、子育てを精

神的にサポートする体制の整備を行ってきました。 

子育て家庭の経済的支援策としては、平成２１年７月から乳幼児医療費の助

成制度の対象者を中学校就学前まで拡大し「子ども医療費」として助成を開始

しました。また、母子家庭には母の職業能力の向上を図るため、「母子家庭自

立支援給付金等支給事業」を１８年度から開始しています。 

多様な保育への対応として、ファミリー・サポート・センターを平成１８年

度に設置し、保育所等への送り迎え、一時的な預かり等を会員同士で支援する

ことにより、個々のニーズに合った事業として年々利用件数が増加しています。 

さらに、子育て情報を集約した「子育てガイド」の配布や子育て総合支援窓

口の開設、子育て支援ネットワークの設置を行い、小学校では多人数のクラス

に授業をサポートする学習支援員を配置し、子どもの教育環境の整備を図りま

した。 

現在、老朽化した千代田保育所をフラワーパーク隣に建替えしており、いず

み保育所と改名し、新たに病後児保育の実施と子育て支援センターの開設を予

定しています。 

また、併設される発達教育支援センターでは、乳幼児期に発達の遅れや障害

が疑われる児童を、早期発見し発達を促すための相談・指導を行う施設として

平成２２年４月開設を予定しています。 

さらに、生涯学習と家庭教育の一環として、市民のみなさんの子育て経験を

生かした「親の学習手引書」や、子どもの発達段階に応じたＱ＆Ａや様々な記

録ができる「親子手帳」を、市民の皆さんと現在作成中で、地域全体で子育て

中の親子を支え、応援していくシステム、体制の整備を図っています。 
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３ 計画の期間 

 「次世代育成支援対策推進法」により市町村の行動計画は、平成１７年度か

ら平成２１年度までの５年を１期（前期計画）とし、平成２２年度から平成２６

年度までの５年を２期として策定するものとされています。 

このため、後期計画は２期目として平成２２年度から平成２６年度までの５

年を計画期間とします。 

 

 
 

４ 計画の位置づけ 

 本計画は、次世代育成支援対策推進法第8条の規定に基づく市町村行動計画と

して位置づけられます。 

 「本庄市総合振興計画」を上位計画とし、将来像「あなたが活かす、みんなで

育む、安全と安心のまち 本庄 ～世のため、後
のち

のため～」の実現に向けて、本

市における次世代育成支援の方向性や目標、及び具体的な施策・事業を示し、そ

の他の各種計画と連携・整合を図り策定したものです。 

  

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

本庄計画
児玉計画

見直し

前期計画

後期計画

（合併）

    【国】                 【市】 

本庄市総合振興計画 

本
庄
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

そ
の
他
の
各
種
計
画 

次世代育成支援 

対策推進法 

行動計画 

策定指針 

連携 

策定義務 

計画策定に関する指針
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５ 計画策定にあたっての実態・要望の把握 

 就学前児童及び小学校児童の保護者に対し、子育て支援に関する生活実態や意

見、要望を把握するため、平成２０年度にアンケート調査を実施しました。 

 

調査概要 

・調査対象者と調査方法 

 平成２０年４月１日時点で就学前児童と小学校児童の全児童から１，２００人

ずつ無作為抽出し、郵送による配布・回収をしました。 

 

６ 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもは生まれながらに無限の可能性を持ち、未来を担う貴重な存在です。 

そこで、子どもたちが自らの可能性を伸ばし、未来に向かって夢と希望を抱

き、自然や人へのやさしさを持ちつつ、たくましく、いきいきと育っていける

ように、子どもの利益を尊重し、個性を最大限生かすことのできるまちづくり

を目指します。 

また、親が安心して子どもを生み、育てられる環境の整備を推進し子育ての

喜びを実感できるまちづくりを進めます。 

さらに、地域全体で子育て家庭を支え合うことができる仕組みを構築します。 

このような観点から、地域社会の輝く未来に向けて、子どもと親と地域が育

つ子育て支援を目指します。 

  

 調査対象者 回収数 回収率（％） 

就学前児童 １，２００ ７０３ ５８．６％ 

小学校児童 １，２００ ５７３ ４７．８％ 

合 計 ２，４００ １，２７６ ５３．２％ 

・安心して子どもを生み育てることができる 

子育て支援社会づくり 

・健やか子育ち 楽しい子育て みんなで支える本庄市         

・子どもが 親が 地域が ともに育つ 

みんなで子育て 自然豊かな本庄市 
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７ 基本的視点 

・行動計画推進において重視すべき視点 

 
（１）子どもの視点 

すべての子どもが尊重され、子育て支援が真に子どもが幸せに育つた

めのものであるように、子ども自らの成長を応援し、子どもの視点を大

切にした取り組みを推進します。 
 
（２）保護者の視点 

仕事と子育てを両立している家庭とともに、家で子どもの面倒をみて  

いる家庭に対しても支援を進め、子どもを育てるすべての保護者が子育  

ての第一義的責任を有するとの認識のもとに、自らの温かな手で子育て  

できることを応援する取り組みを応援します。 
 
（３）次代の親づくりの視点 

子どもたちが次代の親となり、将来のまちづくりにとって欠かせない  

存在であることを一人ひとりが認め、子どもたちが豊かな人間性を形成  

し、自立して家庭を持つことができるように、長期的な視点に立って子  

どもの健全育成を推進します。 
 
（４）地域の視点 

保護者が孤立することがないように、地域のあらゆる社会資源を活用  

してそのネットワークを強化し、明るい子育ての環境づくりを推進しま  

す。 
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  基本理念                      基  本  方  針 
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基本目標 １ 
地域における子育ての支援 

基本施策 

(１) 地域における子育て支援サービスの充実 

(２) 仕事と生活の調和の推進 

(３) 子育て支援のネットワークの充実 

(４) 児童虐待防止対策の充実 

(５) ひとり親家庭等の支援体制の充実 

(６) 障害児施策の充実 

基本目標 ２ 
親と子の健康確保及び増進 

基本施策 

(１) 子どもや母親の健康の確保 

(２) 「食育」の推進 

(３) 思春期保健対策の充実 

(４) 小児医療の充実 

基本目標 ３ 
子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の
整備 

基本施策 

(１) 次代の親の育成 

(２) 児童の健全育成 

(３) 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 

(４) 家庭や地域の教育力の向上 

(５) 子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

基本目標 ４ 
安全・安心まちづくりの推進 

基本施策 

(１) 良質な住宅及び良好な居住環境の確保 

(２) 子どもの交通安全を確保するための環境の整備と活動の推進 

(３) 子どもを犯罪等の被害から守るための環境の整備と活動の推進

(４) 被害に遭った子どもの保護の推進 

８ 体系図（基本理念及び基本方針）

あ
な
た
が
活
か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち 
本
庄 

〜
世
の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
〜 


